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論 文 内 容 要 旨
Ⅰ．目的
本研究は，三次元（３D）デジタル実体写真測量を用いて片側性上顎欠損患者の顔面形態に及ぼす
栓塞子を備えた顎義歯の効果を検討することを目的とした。
Ⅱ．方法
被験者は８名の片側性上顎欠損と顔面非対称の認められる患者とした。栓塞子を備えた顎義歯装着
時と未装着時の被験者の三次元顔面形状データは，非接触三次元デジタイザを用いて取得した。３D
スキャニング・ソフトウェアを用いて，オリジナルの顔面像とオリジナル顔面像のミラー像とを重ね
合わせることにより正中基準平面を設定した。義歯装着時，義歯未装着時の三次元座標を比較するこ
とによって，顔面の７組の両側計測点を含む１８の計測点の移動距離を計測した。７組の計測点は，正
中矢状平面に関して健常側の点を欠損側に反転することによって得られる点を理想点と定義し，理想
点と欠損側点の間の距離を計測した。義歯装着時，未装着時の７組の計測点の左右的非対称率と両側
計測点を結んでできる計測線と正中矢状平面とのなす角度を計測し比較した。本研究は東北大学大学
院歯学研究科倫理委員会の承認を得て行った。
Ⅲ．結果
健常側と欠損側での計測点の移動距離を比較すると，欠損側の鼻翼下点の移動距離は，健常側の移
動距離より有意に大きかった（P < ０．０５）。義歯装着時，理想点と欠損側の鼻翼上点との距離は，有意
に減少した（P < ０．０５）。左右的非対称率に関して，有意差は認められなかったが，義歯装着時に最上
口唇間線と正中矢状平面とのなす角度は７．９４度と有意に増加した。
Ⅳ．結論
本研究で開発された三次元的分析方法が，片側性上顎欠損患者において栓塞子を備えた顎義歯で再
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建される顔面形状を評価するために使用できることが示された。
栓塞子を備えた顎義歯は，欠損側の鼻翼と上口唇周囲で，顔面形態に影響を及ぼすことが明らかに
なった。
審 査 結 果 要 旨
歯・顎堤・顎骨の吸収や欠損等の理由により，顔面に変形や非対称が生じることは広く知られてい
る。また顎義歯の装着等により，これらの改善を図る治療も古くから行われてきた。しかしながら，
これまでのところ，顔面の変形や非対称の評価診断，あるいは義歯装着による改善度合いの評価は，
術者の主観，患者の満足度等によるところが大きく，客観的な分析評価は行われていない。高齢社会
を迎え，また医療技術の進歩により顎顔面領域の悪性腫瘍等の外科的摘出術後の患者が増加すること
が予測される現在，これら患者のQOL向上のうえでも，顔面形態の改善，評価は大きな意義を有する。
これらの背景に基づき，本研究では，三次元デジタル実体写真測量を用いて片側性上顎欠損患者の
顔面形態に及ぼす栓塞子を備えた顎義歯の効果が検討されている。片側性上顎欠損と顔面非対称の認
められる８名の患者を用いて，栓塞子を備えた顎義歯装着時と未装着時の被験者の三次元顔面形状を
非接触三次元デジタイザを用いて取得し詳細に分析が行われた。分析は，義歯装着時，義歯未装着時
の三次元座標を比較することによって，顔面の７組の両側計測点を含む１８の計測点の移動距離を計測
している。７組の計測点は，正中矢状平面に関して健常側の点を欠損側に反転することによって得ら
れる点を理想点と定義し，理想点と欠損側点の間の距離の計測が行われた。義歯装着時，未装着時の
７組の計測点の左右的非対称率と両側計測点を結んでできる計測線と正中矢状平面とのなす角度を計
測し比較された。得られた結果は以下の通りである。
顔面正中付近の計測点である鼻尖点，鼻下点，上唇点，下唇点は顎義歯非装着時ではすべての点が
欠損側に位置していた。顎義歯装着により鼻尖点は正中に近づいたが，鼻下点は外側に移動してい
る。健常側と欠損側での計測点の移動距離の比較では，欠損側の鼻翼下点の移動距離は，健常側の移
動距離より有意に大きいことが示されている。これは，片側性上顎欠損の場合，患側の鼻翼および口
唇部に陥凹を認めることが多く，義歯装着時，義歯床によりこの部位が前方に押された結果であると
推察されている。義歯装着時，理想点と欠損側の鼻翼上点との距離は，有意に減少している。左右的
非対称率に関しては，有意差は認められていないが，義歯装着時に最上口唇間線と正中矢状平面との
成す角度は７．９４度と有意に増加している。
本研究の結果から，栓塞子を備えた顎義歯は，欠損側の鼻翼と上口唇周囲で，顔面形態に影響を及
ぼすことが明らかにされた。これらの成果は，片側性上顎欠損患者における顔面の形態学的特徴，さ
らには顎義歯が顔面形態に及ぼす影響に関して，新たな知見を与え，顔貌評価のプロトコールの作成
や顔貌の整容を図り得る顎義歯形態を決定するための一助となるものであり，今後の歯科医療の進
歩，発展に大きく寄与するものと考えられる。よって，本論文は博士（歯学）の学位授与に値するも
のと認める。
